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研究成果の概要（和文）：感性工学の分野においては，商品などの具体的な対象とそれに対する人の感性的反応
との関係を結びつける研究が，広く行われている。本研究では，この感性工学研究からさらに一歩踏み込み，人
の感じる「美しさ」とは何かを，対象に依存せずに探求した。
 本研究では，視覚的対象に対する人の感性を測定する4つの研究を行った。その結果，人が美しさを感じる時に
は，対象の成り立ちが「説明」できることと，不安定なものが安定なものに「解決」することが，対象によらず
に共通して存在することを示した。このことにより，普遍的な感性のモデル構築の基盤を形成し，新たな対象物
のデザインに対する知見を与えた。

研究成果の概要（英文）：There have been many researches investigating relationships between specific
 objects and human affective responses in the field of affective engineering. This research project 
investigated human impression of "beauty" independently to specific target objects.
 Four researches measuring human affective responses to visual objects were carried out in this 
project. The results shows that there exists "explanation" of the structures of the objects and "
resolution" of unstable objects to stable states commonly and independently to specific objects in 
human impression of beauty. It forms the base of modeling the common affective sense and shows a 
viewpoint of the design of new objects.

研究分野：視覚感性科学
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1. 研究開始当初の背景
　感性情報科学は，人が感じることを定量化
するという考え方を基盤においている。感性
工学の分野においては，商品などの具体的な
対象とそれに対する人の感性的反応との関係
を，因子分析等の統計的手法で結びつける研
究が広く行われてきて，好感の持てる商品開
発などにおいて大きな成果をあげている。
　本研究では，この感性工学研究からさらに
一歩踏み込み，人の感じる「美しさ」とは何
かを，対象に依存せずに探求する。すなわち，
「人は何々に対してこのように感じる」という
知見だけでなく，「このように感じるのはどうい
うメカニズムが働くからか」を表すモデルを構
築する。このことにより，これまでの感性情報
科学研究をよりいっそう普遍的なものとし，新
たな対象物のデザインに対する知見を与える。

2. 研究の目的
　 図１の曲線図形を見たとき，人はどの図形
が「意味ありげな曲線」と思うだろうか。おそ
らく，(a) の曲線は無意味な「落書き」のよう
に思うのに対して，(b) や (c) の曲線には何かの
「意図」を感じるのではないだろうか。また，
布地表面の模様のような画像はテクスチャとよ
ばれているが，何か具体的なものが写ってい
るわけではないのに，「ざらざらした」「細やか
な」といった印象を与える。それはなぜだろう
か。
　これらの曲線やテクスチャに共通するのは，
それらの図形が人物や器物といった具体的な
ものではないにもかかわらず，それらに対する
感性を人が簡潔に説明できること，また曲線
の曲率変化や模様の繰り返しに何らかの統一
感があることである。
　代表者らは，人が美しいと感じることの背景
には，対象のなりたちが説明できて意味を見
出せること，そして，納得がいきカタルシスを
感じること，がある，と考えている。ここでは，
前者を「説明」とよび，後者を「解決」とよぶ。

ここでいう「解決」は音楽の用語であり，緊張
した和声が弛緩した状態に移って安定感を与
えることをいう。ここでは同様に，変化がありな
がらも統一感のある安定状態に達することを，
そうよんでいる。
　本研究は，この「説明」と「解決」の考え
にもとづいて，さまざまな対象に共通する感性
の本質を見いだすことを目的としている。

3. 研究の方法
　本研究では，視覚的対象とそれに対する
人の感性を測定する，4 つの実験的研究を
行った。これら全体を通じて，人が対象の
美しさに対して感じる「説明」と「解決」
が，各々の対象によらず，それらに共通し
て存在することを示した。このことにより，
感性のモデル構築の基盤を形成した。また，
関連する研究として，アパレル材料などの
視覚的対象の特徴を画像科学的方法で記述
する研究も行った。

4. 研究成果

[1] 時間変化する色配置とその評価について
　本研究では，変化しない「静的な色配置」
と，その色配置に向かって徐々に変化する
色配置を提示した時とで，被験者の評価の
違いを調べた（図 2）。その結果，調和した
色配置に「スムーズに」変化する場合，変
化しない場合に比べて有意に評価が高くな
ることが観察された。これは，色彩の変化
における「解決」が，音楽における和声の
解決と同様におきることを示唆している。

[2] 文章の文字配置と文字の弁別性について
　本研究では，図 3 に示すような，同じ文
字の配列の中にひとつだけある類似の別文
字を発見する実験で，(b) の不均一な行位
置は探索時間に影響するが，(c) の不均一な

静的な色配置

時間的に変化する
色配置

5 秒

図 2. 静的な色配置と動的な色配置．

(a) (b) (c)

図 1．曲線図形の例．



字間は影響しないことを見出した。このことは，
人にとっては (c) の配列も「整然としている」と
感じられていることを示唆しており，「解決」と
同じく納得が得られていることを示している。

[3] 図形形状と色配置の選好について
　本研究では，図 4 に示すような図形の各領域
に，その形に合わせた色彩見本を配置する実験
を行った。その結果，同じように対称性を持つ

三角形からなる図形（下段）でも，4 領域からな
る右端の場合は用いられる色彩の範囲が有意に
広くなること，上段の 3 つの楕円では，感じら
れる対称性の高さは縦・横・斜めの順であるこ
とを見出した。このことは，同様に対称性をも
つ図形においても，前述の「カタルシス」が感
じられる度合いはさまざまであり，分析の必要
があることを示している。

[4] 動的な曲線と生理的反応について
　本研究では，図 5 に示すような閉曲線を，ア
ニメーションの形で被験者に呈示し，観察中の
心電を生体センサーで測定して，観察中の交感
神経活性度を客観的に測定した。その結果，4 種
類の閉曲線のうち，単純な (a) や不規則な (b) よ
りも，規則的かつ単調に変化する (c) や振幅が規
則的に増減する (d) を観察したときのほうが，交
感神経活性度が高い傾向にあることが示唆され
た。このことは，人が規則的な変化や，完結す
る変化すなわち「解決」に，より多くの関心を
持つことを客観的に示唆している。

[5] 関連研究
　アパレル材料や食品に関して，視覚によって
得られる感性を測定する技法の研究を行った。
これらは，[1]-[4] の研究の基盤技術とも関連し
ている。
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